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A. 研究目的
肺炎球菌は成人市中肺炎の起炎菌として重要な

菌である1）。肺炎球菌感染症の大半は菌血症を伴
わない肺炎であるが一部の症例では菌血症を伴う
肺炎、敗血症、髄膜炎を起こすことが知られてお
り、侵襲性肺炎球菌感染症（invasive pneumo-
coccal disease、以下IPD）と呼ばれている。イン
フルエンザ菌も成人市中肺炎の重要な菌1）であり、
同様に侵襲性インフルエンザ菌感染症（invasive 
Hemophilus influenzae disease、以下IHD）を生
じることがある。IPDとIHDは平成25年 4 月 1 日
から第 5 類感染症に指定され、感染症法により 7
日以内の届出が義務づけられた。平成26年10月か
ら65歳以上の成人を対象にPPSV23ワクチンが定
期接種化されるに至った。このように肺炎球菌感
染の重要性が認識されワクチン接種も普及しつつ
あるが、患者背景や血清型（莢膜型）の推移、ワ

クチンのカバー率など不明な点も多い。これらの
点を明らかにする目的で、平成25年度から全国10
道県において成人の重症肺炎サーベイランス構築
に関する本研究を開始した。本全国研究の一環と
して高知県におけるIPD、IHDの発生状況、患者
背景、莢膜型を明らかにする目的で、調査を行っ
た。また、平成28年度からの第二期研究では同じ
く第 5 類感染症である劇症型溶血性レンサ球菌感
染症（streptococcal toxic shock syndrome、以下
STSS）、侵襲性髄膜炎菌感染症（invasive men-
ingococcal disease、以下IMD）（直ちに届出必要）
も研究対象に加わった。本年度も第三期研究 2 年
目として高知県におけるIPD、IHD、STSS、IMD
の発生状況、患者背景、血清型を明らかにするこ
とを目的に本サーベイランスを行った。
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研究要旨　【背景】侵襲性肺炎球菌感染症（IPD）や侵襲性インフルエンザ菌感染症（IHD）、劇症
型溶血性レンサ球菌感染症（STSS）、侵襲性髄膜炎菌感染症（IMD）は第 5 類感染症に指定されて
いる重要な感染症である。成人のワクチンカバー率の推移など不明な点も多いため、平成25年度か
ら全国10道県で本研究班によるサーベイランスが開始され、高知県も参加している。【目的】高知
県におけるIPD、IHD、STSS、IMDの発生状況、患者背景、血清型、予後を明らかにする。【方法】
令和 2 年 4 月から令和 2 年12月末までの 9 か月間に高知県内で届け出のあったIPD、IHD、STSS
症例の調査票を用いて患者背景を解析した。提供の得られた菌株について国立感染症研究所にて血
清型を解析した。【結果】IPDは 3 例の届出があり 2 例より菌株の回収ができた。その 2 例は共に
男性で39歳（肺炎+菌血症）と67歳（菌血症）で、血清型は19A、11A/EでありPPSV23カバータ
イプであった。1 例は細菌検査室を持たない医療機関からの届出であり菌株の収集はできなかった。
一方、IHDは 1 例の届出があり、菌株が回収できた。88歳の男性例で、肺炎+菌血症の病型で、
NTHiであった。STSSは 1 例（91歳男性）の届出があった。期間内にIMDの届出はなかった。【結
論】本年度IPDの発生は減少していた。COVID-19の影響が考えられた。今後もサーベイランスを
継続し検討する必要がある。
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B. 研究方法
令和 2 年（2020年）4 月から令和 2 年12月末ま

での 9 か月の間に高知県保健所に届け出のあった
成人（15歳以上）のIPD、IHD、STSS、IMD（IMD
のみ全年齢）全例を調査対象とした。高知県衛生
研究所に提出された調査票のデータをもとに患者
の年齢、性別、飲酒歴、喫煙歴、病型、基礎疾患、
ICU管理の有無、インフルエンザ同時感染の有無、
インフルエンザワクチン接種の有無、肺炎球菌ワ
クチン（PCV13、PPSV23）摂取の有無、転帰を
集積し解析した。また、高知県衛生研究所が菌株
を回収し国立感染症研究所にて血清型等を解析し
た。IMDに関しては症例数が少ないため10道県に
限定せず全国規模で実施しリファレンスセンター
を介して菌株を回収する方法をとった。
（倫理面への配慮）

本研究は、患者への侵襲や治療を伴う介入研究
ではない。匿名化された届け出情報のみを扱い、
患者個人が特定できないように厳重に管理して
解析を行った。菌株の生物学的解析については患
者個人の生体情報ではないため患者の同意は必
要としない。全体研究の中央審査で倫理委員会の
承認が得られており、高知大学においても倫理委
員会の審査・承認を得ている（番号28-82）。倫理
面の問題はない。

C. 研究結果
令和 2 年度には 3 例のIPDの届出があった。平

成31年度（令和元年度）の19例、過去 5 年間の平
均16.2例と比較し大きく減少していた。3 例のう
ち 2 例は男性（39歳 肺炎+菌血症、67歳 菌血症）
で 1 例は女性（69歳）であった。男性例はともに
救急病院から 8 月と10月に届出があったが、女性
例は 6 月に発生し院内細菌検査室のない施設から
の届出であり菌株の回収や調査票の提出は得られ
なかった。2 例の男性例の血清型は119A、11A/E
であり、ともにPPSV23ワクチンカバータイプで
あった。1 例はワクチン接種歴がなく、もう 1 例
は不明であった。39歳例（非喫煙者）には免疫機
能に影響しうる基礎疾患はなかったが、67歳例（元
喫煙者）には基礎疾患として糖尿病があり、肝臓
癌治療中であった。いずれも 5 歳以下の幼児との
同居はなく、アルコール多飲歴はなく、季節性イ
ンフルエンザ併発もなくICU管理もなく軽快して
いた。研究開始からこれまでの高知県での 8 年間
の累積77症例のPPSVワクチンカバー率は72.7%
であった（図）。

一方、IHDは 1 例の届出があり菌株を回収でき
た。5 歳以下幼児との同居のある88歳の高齢男性
の肺炎+菌血症症例で、non-typable Hemophilus 
influenzae （NTHi）であった。喫煙やアルコール
多飲はなく基礎疾患にはくも膜下出血後遺症があ

 

 

 

 

図.IPDの血清型分布
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り治療により回復した。STSSは12月末に 1 例届
出があった。91歳の男性例であったが、詳細な情
報解析はまだできていない。期間内にIMDの届出
はなかった。

D. 考察
高知県は令和 2 年の推計人口68.9万人（高知県

総務部統計課、前年より0.7万人減少）、65歳以上
の割合35.8%（前年35.3%）と全国でも最も過疎高
齢化かつ人口減少が進んでいる県の一つである。
東西に長く人口の半分が高知市周辺に集中して
いる。本研究班10道県の中では過疎高齢化県を代
表して参加している。もともと高知県では人口が
少ないこともありIPD、IHD、STSSともに発生
数は少なく、本研究における過去 5 年間における
年間平均発生数はIPDが16.2例、IHDは4.2例、過
去 4 年間のSTSS年間平均発生数は 4 例であっ
た。本年度は 4 月から12月末までのデータではあ
るが、IPDが 3 例、IHDが 1 例、STSSが 1 例と
これまで以上に少ない結果であった。IMDにつ
いては研究開始以来まだ届出がない。本年度の発
生数が極めて少なかったため、患者背景や臨床病
型、血清型、ワクチンカバー率の推移などをここ
で論じることはあまり意味がないと思われるた
め省略する。本年度に発生数が少なかった原因と
して、推測の域を出ないが武漢に端を発した新型
コロナウイルス感染症（COVID-19） 2）の世界的
蔓延の影響が最も大きいと思われる。日本国内に
おいてステイホームのスローガンに加えマスク
着用、手洗い、手指消毒、うがい、密を避けるな
どの感染対策を国民全体が行うとともに、2 度に
わたる緊急事態宣言により国内外の人の移動が
大きく制限された。高知県内でも同様な措置がと
られ県境を超えた人の移動のみならず、生活圏内
でも人の移動が大きく減少した。これらのことで
侵襲性感染症が減少するであろうことは想像に
難くない。実際、COVID-19対策でIPDが減少し
たという報告が台湾 3）や英国 4）からもみられる。
これらのことはサーベイランスを継続すること
でわかったことであり、研究の成果の一つと言え
よう。COVID-19の沈静化後に侵襲性感染症が再
び増加するのか、血清型がどう推移するのか調べ
るために、今後もサーベイランスを継続する必要

がある。

E. 結論
本年度はIPD、IHDともに大きく減少していた。

COVID-19の蔓延にともない人の移動が減ったこ
とや県民全体が感染対策を行ったことが要因と
思われる。今後もサーベイランスを継続する必要
がある。
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